
神戸支部は、３月22日（木）と３月24日（土）

に医科診療報酬改定研究会を兵庫県農業会館で、

３月18日（日）と４月８日（日）に歯科診療報

酬改定研究会を兵庫県農業会館と協会会議室で

開催した。医科は２会場に医師、スタッフら783

人、歯科は２会場に歯科医師ら470人、合計1253

人がつめかけた。参加者からは、算定要件の変

更や複雑化した点数などへの質問が相次いだ。

参加者はマイナス改定に抗議し、診療報酬の大

幅引き上げと患者負担の軽減を求める決議を採

択した。

研究会の冒頭では武村義人副支部長が診療報

酬をめぐる情勢について報告。安全・安心の医

療のためには、看護師やスタッフなど医療従事

者の給与の原資となる診療報酬引き上げが重要

（２面につづく）
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診療報酬改定研究会 神戸４会場に1253人

（上）改定のポイントを解説する

（右から）江原・髙野両評議員、田

中支部長、武富先生（24日、医科・

神戸会場）

改定内容わかりやすく解説

（下）会場は参加者でいっぱいとなった（22日、

医科・神戸会場）
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（１面からのつづき）

であることや、政府の財政赤字の最大の要因は

高齢化による社会保障費増ではなく法人減税な

どによる税収減であるなどとし、診療報酬の大

幅引き上げと患者さんの窓口負担の引き下げが

重要だと解説。参加者に「診療報酬改善と大幅

引き上げを求める要請書」への署名協力を訴え、

神戸会場全体で296筆が集まった。

医科では田中孝明支部長、小西達也副支部長、

江原重幸支部幹事、髙野修一評議員、武富雅則

先生が、歯科では川村雅之理事ら歯科社保講師

軍が講師を務め、改定内容のポイントを解説。

参加者は、マーカーをひく、付箋をはるなどし

て、熱心に耳を傾けた。
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春一番と共に、花粉症の方には厳し

い季節となりました。今回、坂本先生に

は「増加するアレルギー」について、ご

講演いただきました。短時間でしたが、

アレルギーのメカニズムおよび全身的な

症状を分類して説明していただき、真に

ありがとうございました。

講演後の懇親会でも、分かりやすく説

明していただき、また、先生のお人柄に

もふれ、楽しい一時でした。

締めくくりに提言。アナフィラキシー

の疑いがあれば、ためらわずアドレナリンの筋肉内注射を。それにはまず、エピペンを随時携帯

する。これに限りますとのこと。楽しい食事、また、日ごろの診療においても、この提言を心が

けるつもりです。先生、ありがとうございました。

追補 今回の食物以外にも金属・木材等々、抗原が存在、年齢に関係なく発症するかもしれず、

先生の今後の研究に期待しております。

【明石市・歯科 吉本 秀雄】

研究会「増加する大人の食物アレルギー」感想文

神戸支部は３月３日、研究会「増加する大人の食物アレルギー～身につけたいアナフィラキシー

対応の基本～」を開催。中京大学スポーツ科学部教授で認定ＮＰＯ法人アレルギー支援ネットワー

ク・理事長の坂本龍雄先生が講演し、医師・歯科医師ら42人が参加した（前号既報）。吉本秀雄

先生の感想を紹介する。

エピペンの使い方など、活発な質疑応答が行われた

手話サークルに所属している私はいつも「聴

覚障害者の医療を考える会」に参加するのを楽

しみにしています。今回は「肺炎球菌予防接種

～これって受けた方がいいの？～」というテー

マで呼吸器内科・土屋貴昭先生のお話でした。

すでに予防接種を受けており、胸を張る？気分

で参加したのですが、お話が進むにつれて肺炎

に関する知識が薄かったことに気付きました。

65歳からの肺炎予防が大切なのは加齢に伴う

免疫機能が低下して感染しやすくなるからで、

肺炎を引き起こす一番の原因菌が肺炎球菌であ

ること。この菌が人（特に小児）の鼻咽頭に常

在していて、人から人に感染して発症すること。

肺炎球菌ワクチンには二つの種類があり、私が

定期接種で受けたのはニューモバックスＮＰワ

クチンであること等初めて知ることばかりでし

た。

インフルエンザ肺炎は肺炎球菌の仕業で起こ

ることが多いとのお話もあり、質問の時間には

聴覚障害のある皆さんからインフルエンザに関

する日頃の疑問や不安が多く寄せられていまし

た。病気のことは誰でも一大関心事ですが気軽

に医師にたずねる機会は少ないので、手話通訳

の付いたこの「いのちを考える会」は聞こえる

聞こえないに関係なく共に病気の知識を深め、

健康な暮らしを考えていく貴重な場であると常々

感じています。

【石原 美玉】
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健康と医療について語り合う会 感想文

（左）肺炎予防等について講演する土屋貴昭先生

（右）質疑応答では参加者から日頃の疑問や不安が寄せられた

神戸支部は３月22日に、神戸市立総合福祉センターで健康と医療について語り合う会を開催した。

これは聴覚障害者らが医療や健康についての情報を学ぼうと定期的に開催する「聴覚障害者の医療

を考える会（いのちを考える会）」の講師派遣の要請に応えているもの。須磨区・神戸医療センター

呼吸器内科部長の土屋貴昭先生が「肺炎球菌予防接種-これって受けたほうがいいの？-」と題して

講演し、市民、聴覚障害者の方を中心に26人が参加した。参加者の感想文を紹介する。


